



























The Effect of SST with an emphasis on embodiment in elementary school
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巻末資料
表．リラクセーションと協力のプログラム
学級：４年B組
ねらい：「リラクセーション」と「協力」について体験的に学ぶ
時間 活動（関連のターゲットスキル） ○指導上の留意点
アイスブレイク
（５分）
・ハンズファイト
　（リラクセーション・相手をよく見る）
○ 身体接触のあるゲームにおいては，特にふざけ
てけがにならないように配慮する．
○ 「協力」には言葉以外にも身体表現を用いた伝
え方があることを伝える．
○ ブラインドウォークについては，他教室の前な
どを通ることが可能か，事前に担任教諭に確認
する．また事前に危険物がないかの確認を行う．
ターゲットスキル
（30分）
・ペットボトルキャッチ（リラクセーション）
・力を入れずに相手をひく（リラクセーション）
・肩合わせブラインドウォーク（協力）
・フープアップ（協力）
まとめ（10分）
・ビジョントレーニングの導入
・自由記述による感想の記入
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